
特集 企業価値を高めるサステナビリティ・コミュニケーション

国
連
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
２
₀
３
₀
年
ま

で
を
「
行
動
の
10
年（D

ecade
of
A
ction

）」
と

位
置
付
け
、
各
国
政
府
・
市
民
社
会
・
企
業
・
生
活

者
に
対
し
て
取
り
組
み
の
加
速
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

中
で
も
企
業
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
背
景
と
し

て
、
企
業
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
が
社
会
に
及

ぼ
す
負
の
影
響
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
や
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
社
会
価
値
創
出
の
潜
在
力
を
持
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
年
、
経
営
の
中
枢
に
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
室
を
設
置
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
変

革
を
進
め
る
企
業
が
増
え
、
そ
の
資
源
活
用
へ
の
要

請
が
高
ま
る
一
方
、
そ
れ
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る

ケ
ー
ス
は
実
際
に
は
多
く
な
い
。
社
会
ま
で
も
動
か

す
企
業
と
、
社
員
す
ら
動
か
な
い
企
業
は
一
体
何
が

違
う
の
か
。
そ
の
カ
ギ
を
握
る
の
が
「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
は

な
ぜ
機
能
し
な
い
の
か

当
社
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
実
務
経
験
者
を
対
象

に
実
施
し
た
「
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
」
に
よ
る
と
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
推
進
が
事
業
成
長
や
人
材
獲
得
に
必
ず
し
も
つ

な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
企
業
課
題
が
顕
在
化
し
て

い
る
。
な
ぜ
機
能
し
な
い
の
か
、
そ
こ
に
は
主
に
二

つ
の
要
因
が
あ
る
。

一
つ
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
に
関
わ
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
社
内
外

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
統
合
が
困
難
で
、

博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
広
報
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

押おしも
と本
有ゆりこ
里
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

企
業
動
向

│
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は﹁
認
知
・
理
解
﹂か
ら﹁
行
動
﹂フ
ェ
ー
ズ
へ

ステップ1
SDGsを
理解する

ステップ2
優先課題を
決定する

ステップ3
目標を
設定する

ステップ5
報告とコミュニ
ケーションを行う

ステップ4
経営へ
統合する

図表１ ＳＤＧコンパスにおける
5つのステップ

出所：『SDG Compass：SDGsの企業行動指針』
翻訳：地球環境戦略研究機関／グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン
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各
種
取
り
組
み
が
有
機
的
に
結
合
し
て
い
な
い
こ
と

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
高
ま
る
期
待
に
応
え
よ
う

と
情
報
開
示
に
重
点
を
置
く
あ
ま
り
、
自
社
の
実
態

よ
り
も
誇
張
し
て
良
く
見
せ
か
け
る
、
い
わ
ゆ
る

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま

う
た
め
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
当
社
が
実
施
し
た
調

査
の
結
果
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
に
対
す

る
解
決
策
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
コ
ン
パ
ス（

注
）が
提
唱
す
る

５
つ
の
ス
テ
ッ
プ（
図
表
１
）の
最
終
段
階
で
あ
る

「
報
告
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
果
た
す
役
割

に
着
目
し
、「
一
貫
性
」「
共
感
性
」「
参
加
性
」
と

い
う
三
つ
の
視
点
を
紹
介
す
る（
図
表
２
）。

一
貫
性
の
あ
る
総
合
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
策
定

一
貫
性
と
は
、
単
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
発
信
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
志
と
行
動
が
一
致
し
続
け
て

い
る
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
企
業
に
と
っ
て
は
誠
実

さ
や
信
頼
度
に
関
わ
る
核
心
で
あ
る
。
総
合
的
な
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を

策
定
し
実
施
し
て
い
る
回
答
群
で
は
、
未
実
施
群
と

比
べ
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
設
定
、
パ
ー
パ
ス
・
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
、
社
内
外
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
く
の
項

目
で
満
足
度
ス
コ
ア
が
高
く
、
取
り
組
み
の
成
果
が

実
感
で
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る（
図
表
３
）。

総
合
的
な
戦
略
策
定
を
土
台
に
、
内
部
で
は
複
数
の

部
署
が
同
じ
価
値
基
準
を
も
っ
て
機
動
的
に
意
思
決

定
や
改
善
が
で
き
る
ほ
か
、
従
業
員
だ
け
で
な
く
顧

客
・
投
資
家
・
生
活
者
な
ど
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
に
沿
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
一
貫
し
て
発
信
で
き
る
な
ど
、
効
果
は
大
き
い
。

共
感
を
生
み
出
す
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

で
社
員
の
行
動
を
促
進

共
感
性
と
は
、
頭
で
も
心
で
も
わ
か
る
こ
と
で
あ

る
。
従
業
員
を
内
発
的
な
実
践
へ
と
移
行
さ
せ
て
い

く
に
は
共
感
性
が
欠
か
せ
な
い
。
注
目
を
し
た
い
の

は
、「
社
内
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し

て
い
る
」
と
回
答
し
た
企
業
で
、
取
り
組
み
を
よ
り

魅
力
的
で
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
注
力
し
た

い
こ
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
社
員

の
行
動
促
進
」
と
い
う
項
目
が
上
位
を
占
め
た
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、「
一
般
社
員
の
行
動
促
進
」
と
い

う
回
答
が
36
・
５
％
な
の
に
対
し
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
層
の
行
動
促
進
」
が
40
・
７
％
と
上
回
る
の
は
、

実
務
経
験
者
の
問
題
意
識
そ
の
も
の
を
反
映
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
社
員
が
そ
れ
ぞ

れ〝
自
分
ご
と
〟と
し
て
共
感
で
き
る
ス
ト
ー
リ
ー
を

描
き
、
行
動
に
移
し
た
く
な
る
状
況
を
設
計
し
た
う

総合的なコミュニケーション計画の有無による満足度スコア差

（全体／ n:425）

KPI設定
単位：%

パーパス
ビジョンの策定

社内への
情報発信

社外への
情報発信

総合的なコミュニケーション計画 実施の有無 実施あり

総合的なコミュニケーション計画 実施の有無 実施なし

図表３ 一貫性のある総合的なコミュニケーション計画の策定

図表２ サステナビリティ・コミュニケーションのポイント
一貫性 共感性 参加性

総合的なコミュニケーション

計画の策定

共感を生み出す

ストーリーテリングで

マネジメント層と

一般社員の行動促進

顧客が参加したくなる

仕掛けや

体験を通じた

コミュニケーションの実装

●複数部署での機動的な

意思決定や改善

●マルチステークホルダーへの

対応力強化

●行動の連鎖による実効性の向上

●SDGsウォッシュの回避
●社会的インパクトの最大化

主な取り組み

期待される効果
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特集 企業価値を高めるサステナビリティ・コミュニケーション

え
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
が
率
先
し
て
行
動
す
れ
ば
、

従
業
員
を
行
動
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し

て
生
ま
れ
た
共
感
に
基
づ
く
行
動
の
連
鎖
が
、
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
効
性
を
高
め
、
ひ
い
て
は
情
報

開
示
と
実
態
の
乖
離
や
矛
盾
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な

が
る
の
だ
。

顧
客
が
参
加
し
た
く
な
る
仕
掛
け
や
体
験

を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
装

社
外
向
け
施
策
を
よ
り
魅
力
的
で
効
果
的
な
も
の

に
す
る
た
め
に
重
視
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
半
数
以

上
の
上
場
企
業
が
「
顧
客
が
参
加
し
た
く
な
る
仕
掛

さ
や
か
れ
る
中
、
生
活
者
が
進
ん
で
参
加
し
た
く
な

る
仕
組
み
を
い
か
に
作
れ
る
か
。
そ
れ
に
は
イ
ン
サ

イ
ト
分
析
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
企
業
が
自
社
の
論

理
で
利
益
の
み
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
行
政
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
生
活
者
な
ど
と
対
話
を
し
な
が

ら
、
様
々
な
主
体
と
社
会
課
題
解
決
に
向
け
て
共
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
最
大
化

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
大
目
的
は
、
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、

人
と
地
球
の
た
め
に
持
続
可
能
な
未
来
を
築
く
こ
と

と
い
え
る
。
そ
し
て
企
業
に
は
、
社
会
に
向
け
て
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト
を
創
出
す
る
キ
ー
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ

情
報
の
開
示
基
準
を
満
た
す
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、

人
の
心
を
動
か
し
共
感
を
生
み
、
社
内
外
に
新
し
い

行
動
を
促
す
こ
と
で
、
包
摂
的
か
つ
主
体
的
に
持
続

可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
の

「
行
動
の
10
年（D

ecade
of
A
ction

）」
で
あ
り
、

真
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
「A

ction

」
を
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

企
業
が
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
が
、
い
か
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
か
。
ま
さ
に
今
、

大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

（
注
）Ｓ
Ｄ
Ｇ
コ
ン
パ
ス
：
企
業
の
事
業
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
も
た
ら
す
影
響

を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
企
業
の
戦
略
の

中
心
に
据
え
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
知
識
を
提
供
し
て
い
る
指
針
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）

と
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト（
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
）、
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
世
界
経
済
人
会
議
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
）が
共
同
で
作

成
・
発
行

け
や
体
験
を
通
じ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」（
50
・

４
％
）を
挙
げ
た
。

ま
た
、「
社
会
課

題
と
企
業
価
値
を

結
ん
だ
成
長
ス
ト

ー
リ
ー
を
伝
え

る
」（
46
・
３
％
）、

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ

Ｏ
／
自
治
体
／
地

域
・
他
企
業
な
ど

外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
交
流
や
連

携
」（
そ
れ
ぞ
れ

40
％
超
）に
意
欲

的
で
あ
る
こ
と
も

ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う

（
図
表
４
）。

世
間
で
は
、
理

想
の
行
動
が
で
き

ず
罪
悪
感
を
覚
え

た
り
、
義
務
感
の

強
ま
り
に
よ
る

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
疲
れ
」
が
さ

あなたがお勤めの企業で、社外に対して行っている自社のサステナビリティ・コミュニケーション

施策を、より魅力的で効果的なものにするために、今後注力したいことを教えてください。

（複数回答可）（全体／ n:121）
単位：％

顧客が参加したくなる仕掛けや体験を通じてコミュニケーションを図る

総合的コミュニケーションによるシナジーを創出し伝える

社会課題と企業価値を結んだ成長ストーリーを描き伝える

NGO/NPO/自治体/地域などとの連携、交流を通じてコミュニケーションを図る

これからの社会における自社の存在意義を明確にして伝える

自社が取り組むべき優先度の高い社会課題を明確にして伝える

他企業との連携・交流を通じてコミュニケーションを図る

Z世代等の若手社員発のプロジェクト推進を通じてコミュニケーションを図る

中長期的に目指す社会像を明確にして伝える

SDGsウォッシュなどの炎上リスクに配慮して伝える

ビジョンやパーパスの実現に向けて、各事業領域でやるべき事を明確にして伝える

シンボリックな新規事業の取り組みを伝える

図表４ 効果的なコミュニケーションに必要な要素

回答数：425ss
調査時期：2023年3月

図表３、４出所：博報堂プロダクツ「企業のサステナビリティ・コミュニケーション調査」
〈調査概要〉
調査方法：インターネット調査
調査対象：全国20〜65歳男女、企業のサステナビリティ関連業務経験者
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